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■はじめに
　
本稿は、一九六〇年代末に初演され、今日オーストラリア戯曲の「古典」としての地位を確立している、アレック
ス・ブーゾ作『ノームとアーメッド
（（
（
』を取り上げる。この作品の上演はこの半世紀にわたり、各時代や各地域の社会
状況を如実に反映してきた。初演から、この作品にとって現在のところ最も新しい上演である日本での舞台（二〇一七年、せんがわ劇場
（
までを概観することによって、 『ノームとアーメッド』が持っている演劇作品としての今日的
意味について考察を行う。　
■『ノームとアーメッド』の概要
　『ノームトアーメッド』は、登場人物が二人の一幕物の戯曲である。ノームは、 「体のがっちりした白人の中年男」と、戯曲に指示がある。さらに、労働者階級で、オーストラリア的生活を愛する男、オーストラリアなまりや、独特の言い回しをする。一方のアーメッドは、戯曲の指示では「華奢な若いパキスタン人留学生」とある。彼は、教養溢
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読み替えられながら不寛容な社会を映し出す舞台
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れる英語を喋り、反体制的な思考を持つ。場面は「シドニーの建築現場、夏の真夜中」であり、一時間のあいだに起きることを描いている。　
物語はシドニーの真夏の夜に、パキスタン人留学生アーメッドが、白人中年男性のノームに呼び止められることか
ら始まる。アーメッドは相手のペースに巻き込まれて、ノームの目的も分からないままにオーストラリアの歴史、体制、国民性から日々の孤独に到るまで語り合うが、最後にアーメッドは、思いもかけない暴力をノームから受けることになる。　『ノームとアーメッド』の背景として、白豪主義から多文化主義へと国是を変更していった時期の社会状況はとても重要である。一九五〇年には英連邦の南・東南アジアへの経済協力機構であるコロンボ計画へオーストラリアは参加する。アーメッドはおそらくこのコロンボ計画によって、パキスタンからオ ストラリアへ派遣された留学生とみることが出来る。一九五八年には、白豪主義の象徴であった、移民へのディクテーションテストが廃止 る。一九六五年には労働党が白豪主義を綱領からはずし、翌六六年、ヨーロッパ系・非ヨーロッパ系移民間の法律上の差別撤廃。さら 六七年には国民投票による憲法改正で 連邦 アボリジニに関する立法権を付与した。 『ノ ムとアーメッド』が初演されたのは、この年である。さらにその後、一九七三年には政府の 差別的移民政策が明示され、七五年に人種差別禁止法が成立し ベトナム難 受け入れが開始される。その翌年の七六年にはインド ナ難民受け入れが開始され、オーストラリア社会の事実上の多文化化が進ん いくことになる。こ ように、 『ノームとアーメッド』は、一九六〇年代の長期にわ るメンジーズ政権のもとでの保守的な社会が 移民・難民 受け入れと、先住の地位改善に向けて大きく動き出そうとする端境期に生まれた戯曲であ ことがよく分かる。　作者のアレックス・ブーゾは、アルバニア人研究者の子として一九四四年にシドニーで生まれた。一九六八年、パ
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キスタン人の友人が
 パブで脅されたことをヒントにした最初期の戯曲『ノームとアーメッド』を書き、豪州各地で
上演され、豪州小劇場運動の代表格の劇作家と目された。会社での男たちの行動様式を観察した『フロントルーム・ボーイズ』 （一九六九（
、男たちの求婚を断り続ける三〇歳女性の心の内側を描いた『コーラリ・ランズダウンはノー
と言う』 （一九七四
（
など、オーストラリアの都会人の特性をコミカルに活写する戯曲で知られた。一九八〇年代以
降は、小説や紀行文など多様なジャンルでも執筆し、二〇〇六年に没した。　
オーストラリア演劇史上で、 『ノームとアーメッド』はきわめて重要な作品であり、一九六〇年代後半の小劇場運
動を代表する戯曲と位置づけられている。六〇年代末に『ノームとアーメッド』を上演した劇団のひとつが、ラ・ママである。一九六七年にメルボルンのカールトンに、高校教師だったベティ・バースタールが、アメリカ・ニューヨークの劇場ラ・ママをめざし、もと下着工場だった一九世紀の建物を用いて開いた。ここで創設された劇団ラ・ママ（のちのオーストラリアン・パフォーミ グ・グ ープ〔ＡＰＧ〕
（
からは、デヴィッド・ウィリアムソン、ジョ
ン・ロメリル、ルイ・ナウラ、スティーヴン・スーウェルなどの劇作家が輩出された。当時のオーストラリ 小劇場運動は、日本 小劇場運動も含めた世界的なオルタナティブ演劇の流れに沿うものだが、オーストラリアの場合その目的の一つに、オーストラリア人の劇作家による作品をオ ストラリア 舞台で上演する、 いうも があった。メインストリームの劇場で英米の戯曲しか上演されない中で、自分たちの言葉で、自分たちを取り巻く状況を語るために、大学生を中心に若者が自ら筆を執って劇作を行った。したがって、オーストラリアの劇作家が書いた戯曲『ノムとアーメッド』も、当時の小劇場運 の演目として生まれ べくして生まれたも あった
（（
（
。
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■初演を含む六〇年代末の上演をめぐる騒動
　
だが、 『ノームとアーメッド』が小劇場運動を代表する演目となった理由は、単にオーストラリアの劇作家が執筆
した作品だからというわけではなかった。初演当時、官憲からの弾圧に対抗しながら上演された事実が、 『ノームとアーメッド』を先鋭的な小劇場運動の象徴的作品にしたと言って良い。　
問題になったのは 最後にノームがアーメッドを突如暴行し、それから吐き捨てる
F
uckin' boong
という台詞だっ
た
（（
（
。シドニーでは、一九六八年四月九日、小劇場オールド・トート・シアターで、ジム・シャーマン演出により作品
は上演されたが、最後の台詞を自主的に
B
loody boong
に変更しての上演だった。数ヶ月後、ニューサウスウェール
ズ州 、 『ノームとアーメッド』を同じ理由で上演禁止とした。　
一九六九年四月、ブリズベンのトゥウェルフス・ナイト・シアターでの上演では、ノーム役を演じていた俳優ノー
マン・ステインズが、讐宮の警告を無規し最後の台詞を言った直後、舞台に上がってきた二人の警官によって逮捕された。公衆の面前で獲褻な言葉を言っ 罪であった。直後に劇場では、ヘンリー・ローソンの短編小説『帽子を回せ』よろしく帽子がまわされ ステインズ 守るための募金がなされ 。ステインズは保釈され、そ 後も同じ台詞を一ヶ月のロングランの間中言い続けた。彼は起訴されたが、クィーンズランド州最高裁で無葬判決 警察 上告で連邦最高裁まで行き、無罪とされた。　
一九六九年七月、メルボルンのラ・ママ劇団がレストランのランチタイ ショ で、 『ノームとア メッド』を上
演。ノーム役の俳優が逮捕ではなく出頭命令 出された。警察裁判所での審議の間、ラ・ママはキャンベラやシドニー、パースを含む各所で上演し続けた。一九七〇年二月 グレアム・ブランデル（プロデューサー（とノーム役のリンジ ・スミ が罰金刑を受けた。
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このように、初演されたシドニーではテクストを自主規制することで混乱を回避したものの（そのためオーストラ
リアの演劇人の中には、この上演を日和見主義のたまものとして『ノームとアーメッド』の初演と認めない人もいる
（、ブリズベンとメルボルンでは規制に屈せずに上演を行い、特にメルボルンのラ・ママではあえてこれをレパー
トリー化して豪州各地で上演した。小劇場運動が背景としていた「怒れる若者たち」によるカウンター・カルチャーのシンボルと 、 『ノームとアーメッド』が掲げられてい ことがよく分かるエピソードである。さらに重要なのは、問題の台詞の
boong
という語である。これは先住民アボリジニを侮辱する言葉であり、劇中でもノームが別の
ところで、こ 言葉をアボリジニを意味する めに用いている。　　
T
hat ’s w
here old C
aptain C
ook landed, B
otany B
ay. M
ust have given the boongs a fright, eh? （
p.6. （
つまり、ノームがアーメッドに投げつけるこの罵倒 語句 ノームが日常か アボリジニに対して使い、さらにパキスタン人をレイシズムの対象としてアボ ジニと同じくくりに入れていることが分かる。　
K
aren C
raw
ley
は次のように指摘する。
　　
寛容さにかかわる決まり文句を並べることで自分の暴力的な意麟を隠そうとするノームと同じように、警察もまた何かを隠そうとす ……つまりこの芝居の政治釣なパンチカだ。だが、ノームの暴力的レイシズムへの胸騒ぎを、彼の狸褻 置き換えることおいて、警察がそのレイシズムについて共犯者であることを露わにしている
（（
（
。
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ここで
C
raw
ley
は、 「世界には相互理解が必要だ」とか、アーメッドはここ（オーストラリア
（
では暖かく迎え入
れられる、などと、しきりと「寛容さにかかわる決まり文句」を並べながら、差別意識と暴力がその合間から漏れ出てくるという ノームの独特の語り口のことを言っている。警察も同じように猥褻な言葉を取り締まるという「建前」をふりかざしながら、そのはざまから漏れ出ているものが、レイシズムに他な いという指摘である。先述したように先住民の地位に関する憲法改正の国民投票が行われた は この作品が初演される前年の一九六七年であった。この国民投票自体は賛成多数を集めて憲法が改正 れたものの、州ごと、地域ごとの賛成率には差があり、賛成票の低かった地域での先住民に対する差別 根深さを浮き彫りに し 。最後の台詞と上演時の騒動は、先住民差別への是正という大きな社会的なうねり あ 一方で、
boong
という言葉が隠然として使われていたこの時代の状況
を象徴している　
■初演当時の文脈
　
ラ・ママ出身の劇作家スティーヴン・スーウェルは、この作品が初演された一九六〇年代末において、 「ノーム」
と「アーメッド」がそれぞれ「誰」であったかについて、自身や周囲 演劇人たちが考え たことを回想しながら、議論を投げかけている。　「ノームは父親であり、アーメッドは自分たちである。オイディプスの父親殺しは失敗に終わった」とスーウェルは言
う
（（
（
。ノームが父親であるという根拠について、スーウェルは言語の問題を取り上げる。すなわちノームの言語
は、これまでオーストラリアの舞台で聞かれなかっ 言葉であり、そ はブーゾが魅了されていた、労働者階級 いきいきとした言葉だったというのである。さらに、オーストラリアの小劇場 因習的なブルジョワ演劇と化し
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オーストラリア演劇界に政治性をもって対峙することを意図したが、ブーゾの作品はこの象徴だった。ノームという人物は、このような小 場の理念を体規した人物であり、ブルジョワに対して階級闘争閣争を仕掛ける〈労働者階級〉のヒーロー、 〈我々の〉ヒーローだった。しかし一方でノームは、小劇場に集まってくる、大学で教育を受けた観客たちが、労働者階級の祖先たち 抱いた思いを裏切る、冷酷な殺人鬼でもある。つ り、ノームとは、新しい世代が対決し未来を勝ち取らなければならない〈オーストラリア〉そのものなのだ、とスーウェルは結論づける。スーウェルの言うとおり ノ ム 話 中には、 「古いオース 」のアイコンがいくつも登場する。例えば、第二次世界大戦 英雄 なったトブルクの狐、第一次世界大戦のアンザック神話がそれである
（6
（
。
　
スーウェルは、当時の若者たちが、その後打ちのめされることになる運命についても言及している。若い演劇人や
観客が夢に描いた新しい世界は、現実に戻る。ブーゾが描いた現実は、フレンドリーに握手を求めるが、夢からたたき出すようなパンチを食らわすのである。一方、現実世界でも一九七五年の憲政の危機でウィットラム政権は退 。アメリカと り強固な結びつきを深めてていく、そして「古いオーストラリア」は、アンザック神話の復活 象徴されるように、勢いを増して く。まさに作品は、この現実の予言であるとスーウェル 主張している。　
この文脈から、アーメッドが誰かという問いについては スーウェルは次のように指摘す 。 「初演の演出では、
アーメッド役を白人が黒く塗って演じた つまり、現実のパキスタン人であると うより、ファンタジー上の存在であり、ノームにとっての想像された他者である。そ て何より アーメッドは〔私たち〕であり、ブーゾ自身だ。そしてアーメッドは、 〔ノーム は何者なのか〕を探り当てる探測機として機能する」 。　
一方で、 『ノームとアーメッド』を鑑賞した者が一般的に抱くであろう印象、すなわちこ 作品の中心的テーマが
レイシズムで るという点 つい 、スーウェルは異なった見方を提示す 「こ 作品は、レイシズムについ の
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作品ではない。オーストラリアのレイシズムの分析にはなってはいない。 」 「ノームの怒り、暴力が何を燃料にしているのか、手がかりがないのだ。 」 「それは謎めいた衝動、人間の皮を被った、非理性的な力だ。 」　
T
.L
. Sturm
も、同様のことを次のように、指摘する。 「せりふや人物造形は自然主義的だが、それ以外がシュール
リアリズム的だ。 」 「この芝居は、レイシズムについて 議論を提供し いるのではなく、 行動における強圧的で非理性的な力としての、不穏 イメージを提供している
（（
（
。 」
　
つまり、この作品が一九六〇年代オーストラリアのレイシズムを写実的に描いた社会派ドキュメンタリーのような
作品なのではないと考えた き、多くの人が理解に苦しむラストシーンのノームの暴力は、人間の行動原理では説明のつかない得体の知れない恐怖 とらえる と 出来る。この得体の知れない恐怖こそが、ノームを一個の人間より大きな存在として浮かび上がらせ、スーウェルが議論した、当時 若者が乗り越えようとし、しかし最終的に若者が打ち負かされてしまう運命にある強大な力 まで見て取ることを可能にする だ。　
■『ノームとアーメッド』上演史
　　
古典化
　
表は、 『ノームとアーメッド』がオーストラリア国内で初演以降どれほど上演されてきたかを示している。表から
分かるように、初演以降、 『ノームとアーメッド』は一九七〇年代には盛んに上演された。たが一九八〇年代初頭を過ぎると上演は途絶え、一九九〇年代にも一度しか上演されていない。 時期 はすでに作品が古典化し とみるべきだろう。 （一九八八年には映画化もされ いる（
。また多文化主義社会の成熟と、それをポジティブにとらえる表
象（例えばバズ・ラーマン監督の映画『ダンシング・ヒーロー
（
が、多く作られたこととも関わりがあるかもしれ
ない。
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そして注目すべきは、 『ノームとアーメッド』が、二〇〇〇年代後半から
ふたたび上演されるようになってきたことである。二〇〇〇年代に入ってから、移民、難民に関す 様々な出来事が、オーストラリア社会を揺るがせた。特に難 問題は、タンパ号事件を皮切りに、二一世紀のオーストラリアの深刻な問題であり続ける。今日でも難民申請を求める人々へ国土への上陸を許さず近隣諸国の収容所に入れ、そこでの人権を顧みない処遇が、国連などから非難を浴びている。テロ 関して言えば、二〇〇一年のアメリカ同時多発テロの翌年、バリ島爆弾テロが発生 八八人 オーストラリ が死亡し、これら 事件は、オーストラリア社会の一部 反イスラムの感情を焚きつける結果となった。二〇〇五年にはシドニー クロヌラビーチで人種暴動が発生した。ビーチ ライフセーバーが中東風の見かけのグループに襲撃されたとして、五〇〇〇人が集結して暴動を起こし、中東風の人 を襲撃した。その報復も起こり 大き 騒動に発展した事件である。こ 事件では、保守論客である人気ラジオパーソナリティのアラン・ジョーンズが騒動を煽ったと疑われ、単に若者たちの無軌道な行動ではなく大人 ちも含めて排他的な空気が社会に漂っている とを浮き彫りにした。二〇〇九年にはオーストラリアでインド人学生への襲撃事件が相次ぎ この襲撃が入種差別にもとつくものだとして、国内外で大きく報道された。インド人、レバノン
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Austrage のデータベースより筆者が作成　https://www.ausstage.edu.au/
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人らはオーストラリア国内で抗議集会をおこし、教育産業というオーストラリアの資源の重要な顧客であったインド本国でも、 への留学が忌避される状況が発生し、両国間の深刻な問題に発展した。　
そして今日、移民や難民、イスラム教徒などに対する世界的な不寛容さに呼応するように、オーストラリアでも極
右政治家ポーリン・ハンソンが、イスラム系移民に対す 反感を露わにするような政治的言動を繰り返している。　
二〇〇七年における『ノームとアーメッド』の再演（オールド・フィッツロイ・ホテル（が行われた際、劇評にこ
のようなものがあった。　　
「初演から四〇年近く経った、この上演（二〇〇七年
（
の憂鬱な点は、多くの物が変わったというのに、いくつ
かの重要な点が変わってないということだ。つまり、憎むものがあるかぎり気分が良いという人をおとしめることに力を与えるレトリックは、明らかに永遠のものなのである
（8
（
。 」
この「憎むものがあるかぎり気分が良いという をおとしめることに力を与えるレトリック」は、確かに永遠に無くならないかもしれないし、社会の情勢に応じて、肥大することもある。しかし少なくともオーストラリアでは 『ノムとアーメッド』が、一九九〇年代にはすでに演劇学校では必須の古典的テクストとして扱われ、二〇一〇年代には、ニューサウスウェールズ州のＨＳＣ（
H
igher School C
ertifi
cate　
一一、一二学年修了証明
（
のシラバスの中に
加えられている。 『ノームとアーメッド』 作品を上演し学び続けることは そのよう 人の心への戒めとなるはずである。
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■異文化圏での上演
　『ノームとアーメッド』が興味深いのは、アジアでの上演史である。一九八九年に、クアラルンプールで『ノームとアーメッド』は上演された。オーストラリアで活躍したジョー・ハシャムという俳優が、一九八四年にマレーシアに移住し、一九八九年に同地に設立した劇団アクターズ・スタ オによる最初の作品となった。ハシャムは演出のほか、ノームの役も演じた。ハシャムの両親はレバノン人 、彼もレバノンで生まれたが、シドニーで育った。国立演劇学校（ＮＩＤＡ
（
を卒業し、
（0年代に
N
um
ber96
というテレビドラマに出演してオーストラリアで人気者になっ
た。ブーゾは、ハシャムについて、オーストラリアの上演であれば「アーメッド役を演じていただろう俳優」と書いている
（9
（
。
　
ハシャムは彼がマレーシアに帰国して真っ先にこの芝居を選んだ理由は、 「オーストラリアの外国人としての私の
バックグラウンドと似たものがあるからだ」という。そして「ノームのような姿勢を持つ人にたくさん会っ ことがあり、私はこの世のノームというノームを嫌悪する」と語ってい
る
（（0
（
。また、ブーゾ自身の報告によれば、 『ノームと
アーメッド』がマレーシアで上演するもう一つの意義があったという。 「家族 絆がアジアではとても重要だ。 」 「家族の絆がクアラルンプール 上演で前面にあった、というのも、観客の多くに、オーストラリ 学んだことのある親戚縁者がいたから
だ
（（
（
」 。さらにブーゾは、 『ノームとアーメッド』のマレーシア上演で、異文化接触の興味深い体
験も報告している。ノーム 自分の上司をた え 台詞の中で、 「神 挑戦し 」と言う。オーストラリアの上演では、この台詞に対しては メッドに何 反応も引き起こすことはなかったが、マレーシ 版での演出ではメッドはショックを受け、観客も息をのむ が聞こえるほどだ い
う
（（
（
。前述のスーウェルの言説にならうなら
ば、オーストラリアでの初演で という登場人物 当時 オーストラリアの若者 姿が重ねられてい
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た。とするならば、アーメッドのイスラム教徒としての存在には、初演の頃は関心が払われていなかったことになる。したがって、マレーシア上演で この出来事は、作品が異文化で上 された際に生じた、作者の意図しない効果であ と言うことが出来る。　
さらに『ノームとアーメッド』は、二〇〇三年にインドのムンバイでも上演された。一九七八年生まれの演出家ク
エイザー・パダムシーの演出によ 前述のようにマレーシア上演ではアーメッドがイスラム教徒であることが重要視されていたが、インドでは、逆 アーメヅドがイスラム教徒であることが、マイナスだった。というのも、印パ戦争を経験したインドとパキスタンの敵対関係を、イスラム教徒ア メッドはインド人の観客に否が応でも想起させてしまうからである。しかし、インドで 上演では その問題をあえて避けて 通らなかった。ブーゾによれば、パダムシーは次のように語った いう。 「アーメッドはパキスタン人のままで行きます。なぜなら、インド 観客たちに、自分たちが隣人とどれだけ似て るのかを気付かせ 敵としてつねに見ている人たちにシンパシーを感じさせることが重要だからで
す
（（
（
。 」このパダムシーの演出意図に対して、ブーゾは「アーメッドの国籍は、ブレヒトの異化効
果のような危うさをもつようになった」と評している
（（
（
。
　
一方、異化効果という点ではノームも同じだ。クアラルンプールでは、ブーゾは地元の批評家から説明された話と
して、次のようなことを報告している。マレ 系の観客にとっては ノームは白人で、いばった、抑圧者に るが、インド系と中国系マレーシア人の観客にとっ は、ノームは「マレー系の人」であって、それは良い仕 を全部独占するいばり腐った奴、と見て取れる だ。　
ノームもアーメッドもともに、その寓意的、象微的、スーウェルの言葉で言えばファンタジ の存在であるがゆえ
に、このように、オーストラリアと、同国の文脈 離れて、異文化 中で様々な読みを許容する余地を含んでいる。
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この戯曲がアジアという異文化圏で上演されたときに明らかになった最大の特徴は、観客がノームの側に自分を重ねるか、アーメッドの側に重ねるかは予想がつかず、そうなった際の作品解釈も観客の自由にまかせられる、ということだ。　
■日本での上演
　
筆者は、 『ノームとアーメッド』の初演からおよそ四半世紀を経た一九九三年に日本語に翻訳し書籍で発表したが
（注１を参照（
、それからさらにおよそ四半世紀を経た二〇一七年に、この作品は初めて日本で上演された（この事実
だけでも、異文化に対する不寛容というテーマが、日本においてアクチュアリティをもつためにこれだけの年月がかかったということを示唆しているようだ（
。
　『ノームとアーメッド』が上演されたのは、二〇一七年二月のせんがわ劇場の企画「海外戯曲リーディング」においてだった。演出を劇団チョコレートケーキ 演出家・日澤雄介が担当し、石原由宇、高橋和久、山森信太郎が出演した。また上演に先だって 早稲田大学の演劇・舞台芸術副専攻の全体活動イベントとして 試演と 出演者・演出者によるディスカッションからなるイベント「不寛容な時代への警鐘
　
オーストラリア戯曲『ノームとアーメッド』
から学ぶ」も、せんがわ劇場で開催された。　「海外戯曲リーディング」では『ノ ムとアーメッド』を含めて七本の海外戯曲が上演された。オーストラリアで初演された時代から半世紀が過ぎていることに対して、 「オーストラリアでの人権は五〇年前と今 まったく変わっているだろうし、観客に誤解を与えないだろうか」というような懸念の声も聞かれた
（（
（
。
　
他方、作り手と観客の声を収集してみると、 『ノームとアーメッド』からオーストラリアの社会状況を知ろうとす
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るよりも、作品を通して現在の日本を含めたグローバルな社会情勢を読み解こうとする姿勢がほとんどだった。以下に、重要だと思われる意見をまとめてみる。◎日本社会が、異文化に対してどのような態度を取るのか、考えてこ かったことを批判。保守的な親世代をノームとし、 「私たち」をアーメッドとみて、作品が両者の対話であると見る意見。　　
トランプ氏のアメリカ大統領就任や英国のＥＵ離脱といった、異文化への不寛容を背景とした事象に対して、日本は客観視している。自分がどう思うか、考えを持つこ が大事である。
　　
もし保守的なノームが、私たちの親の世代を表象し、私たちが親世代と意見が対立しているなら、 「対話」をすることができるのか。そ 疑似体験を、この作品を通 てする 出来る。 （日澤雄介氏《演出》 不寛容な時代への警鐘
　
オーストラリア戯曲『ノームとアーメッドから学ぶ』 」 （二〇一七年一月二一日
（
ディスカッショ
ン（
◎日本社会の近未来に、日本の人々がノームとなりうるのかを問いかけ 。　　
日本における少子高齢化の結果、中国人や韓国人が日本の舵取りに大きな影響を及ぼす時代が来る。そのとき日本の人たちは、ノームと同じ行動を取るのだろうか？（桒原秀一氏《演出助手》
　
同右（
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◎日本社会に現実としてあるヘイトスピーチをノームと見立て、ノームの言動の中に、日本社会が異文化に対して差別と同化を揺れ動く様を見 取 意見。　　
差別と同化（排除と包摂（の境界線を行ったり来たりしている。最終的に暴力的な結末に転じていく結末が、とてもスリリングでした。昨今のヘイトスピーチを連想しながら、 「相互理解」の複雑さと困難を考えさせられました。 （筆者が実施し 観客へ アンケート（
◎ノームの中に普遍的な人間性を見つつ、そのような悲観的な人間の描かれ方ではなく、人間の可能性を求めようとする意見。　　
ノームのプチブル性、優越性、そのくせコンプレックス。それなのに最終的に救いのない、満足できない夜をさまよう。人とはこんなものなのか。だが私は人はこんなものではないと私は思う。 （筆者が実施した観客へのアンケート（
◎親の世代という過去の日本も視野に収めながら、ノーム アーメッドの関係 、主流日本人と在日韓国人に当てはめ、自分たちが生きる今の社会で 差別が「突然舞い込んでくる」と見ている意見。　　
日本の社会では、あの二人は誰と誰にあたるのでしょうか。母が在日韓国人三世で、昭和の頃、いつま 差別さ
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れるかと恐怖を感じていた日々を送っていたことをよく聞かされました。ふと、そのことを思い出しました。今日の社会でさえも、突然舞 込んでくる差別や偏見に、私自身もたまに怖くなることがあります。永遠に消えないとしても、減って欲しいと思 ます。マジョリティの中の弱者（へ（の怒りやフラストレーションが、マイノリティにあ られない社会 望みます。 （レポート「演劇・舞台芸術」全学共通副専攻公開授業
　「不寛容な時代
への警鐘
　
オーストラリア戯曲『ノームとアーメッド』から学ぶ
（（6
（
」（
◎ノームとアーメッドのような理不尽な暴力も自らの言動が招いた可能性があると考え、現代の日本社会の日常にあるあらゆる不寛容さに対して警戒すべきだと感じ取っている意見。　　
私はこの劇をついついアーメッドの立場に立って見てしまう。というのも、オーストラリアにパキスタン系の友達ができたからなのかもしれない。さらにもし私が将来留学に行っ らアーメッドと同じような感覚を抱くかもしれないとも思った。アーメッドの振る舞いはノームに無礼がないようにとしているのがなぜだかその丁寧 がノームの癪に触っているように思う。自分の振る舞いが無意識に相手を攻撃していな か、これは日本で今のように暮ら ている時 だが気 けなけ ばならな 。 （同右（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★
　
ノームは誰なのか？彼を、われわれ自身が産みだしたもの、われわれ自身の血縁者であると意識出来れば出来るほ
ど、ノームの存在の恐ろしさは増すかもしれない。アーメッドは誰なのか？原作通りのイスラム教徒パキスタン人
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か、あるいはヘイトスピーチが巷に響く日本における、マイノリティなのか？「クラブに入れ、ここに落ち着け」というノームのせりふを、彼の暴力の引き金として演出しているという、オーストラリアの演出家の証言がある
（（
（
。だと
するなら、うわべは日本に招き入れておいて、実のところ少しでも何か違うと感じ取られるやいなや、暴力的 排除される存在なのか？『ノームとアーメッド』でノームが語る、愛国心の源泉であるアンザック神話や、体制へのシンパシーは、ナショナリズムの沸騰する日本や東アジアの ードとどのように重なるだろう？　『ノームとアーメッド』の物語が上演を通して現代をグローバルに行き来すればするほど、数々の問いかけが生まれてくる。ま に「憎むも があるかぎり気分が良いという、人をお しめること 力を与え レトリ 」が永遠に続くのと同じよう この作品の提示する問いかけは、尽きることがないだろう。☆本稿は、科学研究費：基盤研究
（C）「現代オーストラリア演劇の中のグローバリズムと多文化主義」による研究成果
である。
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